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2018-19 年度  RI 会長：バリー・ラシン／ ガバナー：茂木  正／会長：碓井勝也／ 幹事：鈴木貴大  

クラブ会報委員会  委員長：黒田淳一／例会日：木曜日  午後 12:30 開会／会場：長久寺  

 

第２５４４回 ８月第３例会 ８月３０日（木） 

[  緑蔭講座例会  ] 

●点鐘 碓井勝也 会長 

●会長の時間 碓井勝也 会長 

●幹事報告 鈴木貴大 幹事 

●点鐘 碓井勝也 会長 

●講演会 

●長久寺 本堂見学 

 

 

点 鐘 

 

会 長 の 時 間 

皆さんこんにちは 

今日は会場を移動しての例会、緑蔭講座であります。まれ

にみる暑い夏で、会員諸兄の健康管理は如何でありまし

ょうか？ 

本日はこの後、小川三夫様をお迎えしての講演会です。 

私は本年度 前半は心の継承 後半はそして未来へとい

うテーマで運営していきたいと申し上げてきています。8月

の第 1例会では究極の継承、美しい地球を継承しようとい

うことで、宇宙生命は存在するか？というテーマのもと、国

立天文台から渡辺潤一さまをお迎えしての卓話例会でし

た。いかにこの広い宇宙の中で地球と同じような星を探す

ことが困難であるか、ひるがえって、この地球がいかにか

けがえのないものであるか、子供たちに美しい地球を残そ

う というメーセージでありました。 

今回は伝統技術の継承ということで、小川三夫様から

堂塔建築の技術の継承、いや技術にとどまらず、その心

の継承といったものをお伺いできればということで、ご講演

をお願いいたしました。 

ここ長久寺様は、室町時代 忍城主成田氏を開祖とし

て開かれ、江戸時代にあっては幕府より御朱印３０石を賜

った古刹と聞いております。長年にわたって綿々と受け継

がれ今に至っているのでありましょうが、その継承にはお

そらくは幾多のドラマがあったことでしょう。 

会員の皆様におかれましても、会社の継承、家の継承

といった問題に心を砕く方もいらっしゃると思います。本日

の卓話が何らかのヒントになればと思っています。 

どうぞ刻を愉しむ、そんなお心でお聞きいただければと思

います。 

 

幹 事 報 告 

鈴木貴大 幹事 

 

永島会員の病状について 

お盆前に大腸を手術し退院。 

その後、胃を患い、脳梗塞も併発し、入間市 国際医療セ

ンターに入院中。 
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講  演  会 

 

会 長 挨 拶 

 

皆さんこんにちは、 

行田ロータリークラブの会長 碓井と申します。 

残暑厳しい中、講演会にご参加いただきありがとうござい

ます。講師の小川三夫棟梁、遠路誠にありがとうございま

す。また、本日の例会に対してこの客殿、さらには本堂見

学など場所を快くお貸しいただきました長久寺様 誠にあ

りがとうございます。町中の喧騒の中にあっても、何本もの

大木と大きな本堂、何とも言えない静寂の中で緑蔭講座と

銘打った例会が開催出来、メンバーを代表して心より御礼

申し上げます。また、メンバー以外の方にも本日は公開講

演ということでお出で頂いております。ものつくり大学の

方々、建築士会の方々、歓迎いたします。 

私たち日本人の根底に流れる神仏への崇敬の念、そ

れが具体的に見えるのが堂宮仏閣であろうかと思います。

遥か飛鳥の時代から綿々と受け継がれてきた宮大工工人

たちの伝統技術の継承、そこに秘められている技術や知

恵、これはうかがい知れないほどに奥深いものであろうか

と思います。 これは、学問や本では受け継げないんだ、

体で覚え、手で受け継いで後世に伝えねば残らない、と

小川棟梁はその著書の中でおっしゃっています。 

私は、伝統文化の継承の一端に触れることが出来れば、

自らの仕事や生き方の継承にきっと何らかのヒントが得ら

れる、そう信じて本日の講演のお願いに至ったわけであり

ます。皆様方におかれましても、お一人お一人の継承に

ついて何らかのヒントをお持ち帰りいただければ幸いと存

じます。 

小川様 どうぞよろしくお願い申し上げます。   

 

講師紹介 

 

鵤（いかるが）工舎創設者 小川三夫 様 

 

講     演 
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「木の命 木の心」 

・法隆寺宮大工、西岡常一棟梁の唯一の弟子である小

川様から西岡棟梁の人物像や修業時代の話がありました。 

・弟子の育て方について、人は環境をつくってあげれば

育つもの、弟子を育てるには真摯な物づくりが大切、惚れ

られることが大事であるなど他にも素晴らしいお話しをい

ただきました。 

・昔の大工の仕事風景を７１０年位前からスライドを使っ

てご説明いただきました。また、槍鉋（やりがんな）を使っ

た木の削り方の実演がありました。 

・仕事の話では、宮大工と家大工の違い、自分にあった

きれる道具が大切、執念の物づくりが大事、また、嘘偽り

のない精一杯の物づくりが将来へ伝統を引き継ぐことに繋

がるなど他にも素晴らしい話がありました。 

・木造建築物がなぜ１３００年建ち続けているのか、法隆

寺五重の塔、薬師寺の建築方法等の説明がありました。 

謝辞及び閉会挨拶 

 

島崎副会長 

 

 

 

 

長久寺  本堂見学 
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司会 藤間会員 

 

  

 

 

次回の例会 ９／６(木)  

例会時間 １２：３０～１３：３０  アイトピア          

卓話例会 ＮＰＯキャンパ－代表 飯田芳幸 様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


